
分子分光分析法	

1　吸光分光法 
2　蛍光分光法 
3　赤外分光法	

1　吸光分光法	

紫外部（波長210～400nm）あるいは可視部（400～800nm）に吸
収を持つ物質を定量する方法。 

1-1　目的・対象試料	

7



1-1　目的・対象試料	

1-2　操作手順	
吸光光度計における一般的な操作手順 
操作の大部分は，前処理に費やされる。	
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1-3　測定原理と装置	
（1）　Lambertの法則	
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d 透過光の強さは媒質の長さが増加するにつれて，指

数関数的に減少	

（2）　Beerの法則	
媒質が均一ならば，光束の単位断面積については溶質
分子の数 ｎは液層の長さ ｄに比例する，	

ｄが一定の時には，分子間に相互作用の生じない程度の
希薄溶液では ｎは溶液の濃度 ｃに比例する，	

（3）　Lambert - Beerの法則	
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Lambert と Beer の法則では-log(I / I0 ) が媒質の長さｄ

にも，溶液濃度ｃにも比例するので，	

Abs=log(I0/I)	

ｃ	

呈色物質の濃度と吸光度との間には直線関係が成

立し，これを検量線とすることで，呈色物質の吸光

度から濃度を知る。	
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（4）　装置	

光源部，波長選択部（分光部），試料部，測光部で構成	
ダブルビーム型分光光度計	

測定用ガラスセル	

（5）　試料調整	
無機元素定量のための代表的な呈色試薬	
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2　蛍光分光法	

蛍光性の分析対象物に励起光（紫外線）を当て，発生する蛍光
の強度からその濃度を定量する方法 

2-1　目的・対象試料	

2-2　操作手順	
蛍光光度計における一般的な操作手順 
操作の大部分は，吸光光度法とほぼ同様で，前処理に費やされる。	

蛍光光度法の測定手順	
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2-3　測定原理と装置	
（1）　原理	

蛍光物質または蛍光試薬を反応させ生じた蛍光化合物の溶液に，紫外線
を当てて分子軌道電子を励起し，基底状態へ再び遷移するとき発する蛍
光を測定。	

特徴: 定量操作，使用機種は吸光光度分析に類似。感度はそれより高く
（1000倍），選択制も良い。共役系を持つ有機成分の定量，検出に適して

いる。	

短所: 適用成分が限られており，吸光光度分析同様，種々の化学的前処
理が必要。機器の操作にやや熟練を要し，検量線の直線範囲が狭い。	

（2）　装置	

光源，励起側分光部，試料部，蛍
光側分光部および側光部からなる 

蛍光法は，吸光法にくらべ数十～数千倍に高感度であ
り，しかも高い選択性をもつという特長があり，ライ
フサイエンス，医薬，食品，化学，環境といった微量
分析に適した手法です。 
RF-5300PCは，この蛍光法の利点を最大限に生かすた
め，高感度，高速スキャン，3次元測定そして自動化を
追求した装置です。　　（島津（株）HPより） 

RF-5300PC 
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3　赤外分光法	

試料に赤外線を当て，分子の振動のうち双極子モーメントの変
化を起こす振動に起因する吸収を測定する。 

高分子物質の分析，反応機構の解明，構造解析に用いられ，最
もよく利用される有機機器分析法の一つ。 

3-1　目的・対象試料	

伸縮エネルギーのエネル
ギーは赤外線のエネル
ギー付近にあるため，分
子はそれを吸収して振動 

二酸化炭素は直線型で，
両方の結合が同時に伸び
縮みする場合は赤外吸収
はしないが，交互に伸び
縮みするときに吸収する。 

3-2　測定原理と装置	
（1）　原理	

（2）　装置	

Fourier Transform InfraRed spectrometer FT-IR 6100  日本分光（株） 

フーリエ変換 

周期波形や孤立波系の持つ周波数成分は，
いわゆるスペクトルとして表されるが，時
間関数としての波形を周波数の関数として
スペクトル（振幅，位相，エネルギーなど
の周波数分布）に変換するための基礎とな
る数学的操作。 13 



フーリエ変換	

波長を表すには、いろいろな単
位が使われる。 
通常、赤外線は波長の逆数の、
「波数」という単位を 用い、単
位はカイザー（cm-1）を使用。 

測定例	

未知の樹脂試料をFT-IRで測定
して得られたスペクトルをライ
ブラリーと照合した結果、ポ
リプロピレンと推定された。 

（株）エイキットHP 14 


